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交流を通じて自走するカンボジア・東ティモールの持続的な環境教育

【活動場所】 カンボジア シェムリアップ州オーサマキー小学校(OSS小学校)

【事業目的】 公立小中学校では、依然として基礎的な環境整備（教室・トイレ）に優先度が置かれ、環境NGO等が支援する環

境教育が定着しづらかった。そうした中でも、学校菜園を環境教育活動として取り入れ、収穫物を加工・販売し、学校独自の収入

創出に主体的に取り組む学校が現れ始めている。本事業では、環境教育に意欲的に取り組むカンボジアと東ティモール両国の学校

教育の相互交流を行い、戦略的に学校運営に取り入れ持続可能な教育活動として自走するモデルを生むことを目的とする。

【活動内容】

①東ティモールの学校菜園の様子を、積極的に推進するリーダーや教員のインタビューを交

えて映像化し、カンボジアの学校関係者へ伝える。

②カンボジアでは、映像視聴と菜園研修、菜園活動に必要な資機材により活動を推進

③カンボジアのモデル校と周辺学校との交流を映像化、東ティモールへその内容をフィード

バックして東ティモール側の対象校から意見を聞く。

【活動成果】

事業は当初コロナ禍の影響が大きく、学校菜園を再開するための活動（カンボジア）に時

間を要したため、両国の学校菜園を紹介する映像制作と相互の映像視聴はできたが、両

国当事者同士の交流はできなかった。映像作成のプロセスにおいては、当事者が活動を自

らの言葉で語る内容にしたため、当事者自身が環境教育が持つ価値を再認識する良い機

会になった。東ティモールの映像はカンボジアの教師陣へ今後の活動への大きな刺激となり、

カンボジアの映像については環境活動家のエゴ・レモス氏より今後のカンボジア現地における

活動の方向性について重要な示唆を得ることができた。今後も両国当事者の状況把握と

完成した映像の利活用により、更なる波及効果が出てくることを期待する。

カンボジアでの生徒による菜園づくり

東ティモールの小学校でカンボジアの映像を視聴


